
 

 

 

 

真に「優しい」ということ 
 朝晩と冷え込むようになり、体調管理が難しい季節となってきました。例年より早く

インフルエンザがはやり始め、市内では学級閉鎖の措置をとっている小学校もあるよう

です。手洗いやうがいなど、日々の健康管理にご配慮いただければ幸いです。 

さて、先日の運動会では、多くの地域の皆様や保護者様にご来校いただきありがとう

ございました。子供たちが目を輝かせて演技・競技する姿を見ていただけましたこと、

とても嬉しく思っています。 

ところで、一日のうちの大半を学校で過ごす児童は、日に日に成長しています。そん

な中でも、「仲良く登校してくる子、穏やかな表情を浮かべ笑顔で生活する子、素直な心

で友達に接する子、与えられた場所を黙々と掃除する子」など、本当に優しいなあと思

う場面を多く目にします。私たちは「優しい」という言葉をよく使いますが､『真に優し

い』とは、どういうことでしょうか。好きなタイプを尋ねると必ずと言っていいほど挙

げられるタイプに「優しい人」があります。男性も女性も相手に求めるのは、優しさで

す。他人に対して思いやりがあり、つつましく控え目に接する人は誰からも好かれ、そ

の優しさは長所にもなります。しかし、もし「優し過ぎる人ね」と言われたら、なんと

なく嬉しくないような自分がいることに気づくのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

  

 

 

思うに「優しい」には、長所と短所につながる二つの捉え方があるように思います。「優し過ぎ

る人ね」は、性格の弱さを優柔不断だと短所的にみられたものです。真に優しい人とは、他

人の痛みや辛さを自分のことのように感じられる人です。なぜなら、自分がその痛み

や辛さを日々の生活の中で経験しているからです。真に優しい人こそ、常に自分を律し、人間

関係をいつも大切に考え、厳しさと慈しみにあふれています。 

 真に優しい子へと成長しますよう、教職員一同、全力で指導していきます。引き続き、学校と

家庭との連携を深めながら、教育活動を進めてまいりますので、ご理解、ご協力をよろしくお願

いいたします。 
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優しい 

１ 姿・ようすなどが優美である。上品で美しい。 
２ 他人に対して思いやりがあり、情がこまやかである。 
３ 性質がすなおでしとやかである。穏和で、好ましい感じである。 
４ 悪い影響を与えない。刺激が少ない。 
５ 身がやせ細るような思いである。ひけめを感じる。恥ずかしい。 
６ 控え目に振る舞い、つつましやかで。 
７ 殊勝である。けなげである。りっぱである。       goo 辞書より 


